
( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

科　　　　目
（うち負債に

　　対応する額）
(うち一般正味財産
からの充当額)

当期末残高

    啓発事業等積立資産 4,451,450 0

    啓発事業等積立資産

科　　    目

 基本財産

　 定期預金

　 投資有価証券

小        計

4,451,450

   定期預金

567,587,150

17,676,400 17,676,400

 基本財産

   投資有価証券

　　シンポジウム準備積立資産

　　記念事業準備積立資産

 特定資産

小　　　　計

            ―

0

0

            ―

5,651,061

0

4,451,450

            ―

10,102,511

577,689,661

0

            ―

3,951,061

    シンポジウム準備積立資産

 特定資産

当期増加額 当期減少額 当期末残高

（単位：円）

3,951,0610

10,102,511

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

0 1,700,000

0

0

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

0

0

0

0

0

    記念事業準備積立資産

小        計 0

合        計

小　　　　計

577,689,661

10,102,511

572,038,600

17,676,400

549,901,750

(うち指定正味財産
からの充当額)

      什器備品 ･････ 定額法を採用している。

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

9,000合　　　　計 0

0

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

17,676,400

549,910,750

567,587,150

0

0

577,680,661

9,000

3,951,061

1,700,000

549,910,750

567,578,150

（単位：円）

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

 （1）有価証券の評価基準及び評価方法

　　  満期保有目的の債券 ･････ 償却原価法（定額法）を採用している。

9,000

 （3）消費税等の会計処理

前期末残高

 （2）固定資産の減価償却の方法

      消費税等の会計処理は、税込方式により行っている。

0

567,587,150

4,451,450

0             ―

549,910,750

3,951,061

1,700,00001,700,000

5,651,0614,451,450
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 千葉県第１３回２０年公募公債 14,270,000

帳簿価額 時　　価 評価損益

629,615,000

　　　　　　　―

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　 受取寄付金振替額 0

9,161,353　 基本財産受取利息

549,910,750

金　　　額

100,000,000

30,309,250

（単位：円）

646,197 493,903

 合          計

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

9,161,353

114,270,000

 １６回名古屋市公募公債２０年 250,000,000 285,125,000 35,125,000

科　　　　目

 第９回大阪府公募公債(２０年) 199,910,750 230,220,000

270,603

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 （単位：円）

79,704,250

内　　      容

（単位：円）

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

 経常収益への振替額

合        計

223,300

646,197

当期末残高

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

1,140,100

科　　　　目 取得価額

916,800 什器備品

減価償却累計額

 著作権 223,300

合        計
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